
 

 

2015年（平成27年）7月15日 

株式会社アキュラホーム 

「キッズデザイン賞」5年連続受賞 
工務店が仕掛ける「住みごこちのいい家」 

「住みごこちのいい家～傍
は た

楽
ら く

住まい～」の 2点が同時受賞 

～現代社会の住まい手が求める住まいを提案～ 

 

木造注文住宅を手がける株式会社アキュラホーム（本社：東京都新宿区、社長 ：宮沢俊哉）と日本最大級の工務店

ネットワーク「ジャーブネット」（主宰：宮沢俊哉）では、『住まい手が住まい手のためにできること・つくるもの－工

務店が仕掛ける「住みごこちのいい家」プロジェクト』、及び、「住みごこちのいい家～傍楽（はたらく）住まい～」で、

このたび「第9回キッズデザイン賞」（主催：特定非営利活動法人キッズデザイン協議会）を受賞いたしました。 

 

＜住まい手が住まい手のためにできること・つくるもの 

－工務店が仕掛ける「住みごこちのいい家」プロジェクト＞ 

 本プロジェクトは、住まい手の「住みごこち」を重視した家を作るために、オ

ーナー様と女性有識者を組織化、委員会として発足し、子育てや家事等の経験か

ら気づいた住まいに関する多様な要望や気付きを聞き、実際の住まいづくりに活

かす活動です。この活動は単に住宅の質を向上させるだけでなく、コミュニティ

の持続や活性化など住まい手から住まい手へと住みごこちのバトンを繋ぐプロジ

ェクトとなっております。 

 

＜住みごこちのいい家～傍楽（はたらく）住まい～＞ 

 これは、工務店が仕掛ける「住みごこちのいい家」プロジェクトから生まれた

住宅で、家族の暮らしをサポートするために、キッチンや収納などの約20箇所工

夫している住宅です。家事・育児・仕事を両立する女性の体力とモチベーション

を支える仕組みが必要と考え、子育てをしながら働く女性の声を元に開発しまし

た。家族間のコミュニケーション誘発や子どもの自立・学習・生活習慣を手助け

する仕掛け、忙しい主婦の家事を助ける仕掛け等を備えており、これにより１人

で悩まない暮らし環境づくりを目指しています。 

 

共働きの夫婦は年々増えており、現在は男性雇用者と無業の妻からなる世帯720万世帯に対し、約1,077万世帯が夫

婦共に働いています（厚生労働省「平成26年度国民生活基礎調査」）。そのようななか、当社では忙しい夫婦が求める、

子育てや家事を効率的にこなすことができ、さらに家族コミュニケーションが取りやすい住まいを提案していきます。 

 

■ 受賞作品概要 

① 受賞作品：『住まい手が住まい手のためにできること・つくるもの 

－工務店が仕掛ける「住みごこちのいい家」プロジェクト』 

受賞部門：子ども視点の安全安心デザイン 一般部門 コミュニケーションデザイン分野 

 ※子どもを含めた一般向けの製品、施設、サービスにおいて、 

 子どもが接触する可能性があるもので、安全に配慮されたもの。 

② 受賞作品：「住みごこちのいい家～傍楽（はたらく）住まい～」 

受賞部門：子どもの産み育て支援デザイン 個人・家庭部門 建築・空間デザイン分野 

 ※主に子育ての当事者である親・個人(妊婦含む)が家庭で使用、利用し、安全かつ楽しく育児に 

 取り組める工夫や心理的な負担や不安を軽減する工夫がなされたもの。 

 

＜本件について報道関係からのお問い合わせ先＞ 

株式会社 アキュラホーム 広報課 堀越・西口  Email： aqura_pr@aqura.co.jp  
住所： 東京都新宿区西新宿2-6-1 新宿住友ビル34F  TEL:03-6302-5010 （直通）  FAX:03-5909-5570 

●写真データは右記よりダウンロードすることができます。  http://www.aqura.co.jp/news.html 

http://www.aqura.co.jp/news.html






 

 

 

― 2014年度 ― 

・ 「ＭＯＫＵ ＭＯＫＵ プロジェクト」  

～子どもの産み育て支援デザイン 地域・社会部門～ 

 暮らしを応援してくれる仲間（＝暮らしサポーター）の協力のもと、建築現場やモデル

ハウスを利用して家族・地域のコミュニケーションを育むプロジェクトです。建築現場から

生まれたコミュニティを新たな繋がりとして定着させ、地域の豊かな暮らしを応援します。 

 

― 2013年度 ― 

・ 「永代家守りプロジェクト」  

～未来を担う消費者デザイン部門～ 

家守りを通じ、住まいのつくり手が住環境の維持管理に関する様々なノウハウ

を提供し、子どもたちを含めた住まい手が「知る→学ぶ→担う→保つ→伝える」

というバトンプログラムを実践する。 

 

・ 「らくがキッズコミュニケーション」  

～子どもの未来デザイン 感性・創造性部門～ 

  ある条件下（建替え、維持管理上発生する壁紙の修繕時など）のモデルハウス

を活用して、子どもたちに落書きを楽しんでもらう。創造的な行為に取り組む

ことを促し、自由な表現とコミュニケーションの場とする。 

 

― 2012年度 ― 

・ 「井戸堀り大作戦～ガチャポンを現代に」  

～子どもの未来デザイン リテラシー部門受賞～ 

子どもたちへは、井戸から出る地下水を通して自然界での水の循環を相関的に考え、豊かな

自然環境を未来へと繋いでゆく大切さを啓発する。また、井戸を実際に使ってみることで物

理的な原理や道具の有要性を学び、子どもたちのイマジネーションを刺激する。 

 

― 2011年度 ― 

・ 「しあわせデザインプロジェクト」  

～フューチャーアクション部門受賞～ 

子どもたちを産み育てやすい環境街づくりを目指したプロジェクト。

住宅新築時に家庭と近隣とのコミュニケーションが誘発・醸成される

ようなシカケ＝しあわせの種蒔きを施し、継続的に住まい手の成長を

サポートする。 

 

・ 「木望（きぼう）の未来プロジェクト」  

～フューチャーアクション部門受賞～ 

木育を通して「木の素晴らしさ」「物の大切さ」「物づくりの楽しさ」を、次代を担う子どもたちに伝えていくための活動。

間伐材を使用した学習用机の天板を小学校に寄贈し交換する活動と、出張授業「ふれあい授業」を通じて、森林の大切さ

や間伐の必要性などを伝え、環境への意識を高める。 

 
 

※「永代家守りプロジェクト」職人さんと 
子どもたちが一緒に椅子づくりを体験 

キッズデザイン賞は、「子どもたちの安全・安心に貢献するデザイン」「子どもたちの創造性と未来を拓くデザイン」

そして「子どもたちを産み育てやすいデザイン」というキッズデザインのミッションを実現し、普及するための顕彰

制度です。乳幼児用品や玩具などの子ども向けの製品・サービスに限らず、大人向けのものでも、子どもに対する配

慮がなされた良質な商品や施設、プログラム、調査研究活動などを幅広く募集します。受賞作品には、「キッズデザイ

ンマーク」の使用が認められます。NPOキッズデザイン協議会が主催しています。   

※キッズデザイン協議会公式サイト： http://www.kidsdesignaward.jp/2015/ 

 

 

過去6作品がキッズデザイン賞を受賞 

 

※家族で井戸を体験 

※「しあわせデザインプロジェクト」 
入居を記念して『ハッピープレート』を作成 

http://www.kidsdesignaward.jp/2015/

